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《研究ノート》
統計分析の基礎と日本経済史１
尾　　関　　　　　学
１．はじめに
　経済史は，経済についての歴史を分析対象としている。そのため，経済史は高等学校で学習した日本史
や世界史のように暗記科目として認識されている傾向が強いように思われる。また，経済史という名前が
示すように，日本において経済史は，一般的に経済学部において講義されている。そのことと関連してか，
経済史は経済理論を用いて，より極端な場合には数式で歴史を叙述する，といった印象を持たれることも
あるかもしれない。さらに，本ノートのタイトルに「統計」という単語が含まれているため，上で述べた
経済史のイメージのうちの後者，すなわち経済理論によって歴史を叙述することが経済史である，という
印象をより強く持たれるかもしれない。そして，経済史の研究の多くが，さまざまな数量データに依拠し
ていることは，数式やパソコンの統計ソフトになじみやすい側面を有しており――それは分析にとって大
切なことではあるが――経済史に対する後者のイメージを強めることになるだろう。しかし，ここでは経
済の歴史を叙述する際に必要なデータとしての統計の意義と，統計データの吟味――統計データをじっく
り眺めること，そして経済学部の学生が高等学校で学習した統計学の基礎である記述統計を重視した「統
計分析の基礎と日本経済史」について述べたい。
２．経済史の叙述と数量データ
　経済史とは経済の歴史を叙述する学問であると述べた。ひと口に経済史の研究といっても，その間口は
非常に幅広い。そして，経済の歴史を叙述する際には，さまざまな資料を用いる。それらは，ある企業の
資料，政府の政策についての資料，または個別の商家や農家の資料など多様な形態で残されている。さら
に明治時代以降になると，政府によって様々な統計調査が実施され，その調査に基づいた統計が作成され
た。そのため，とくに明治以降の経済史研究は，歴史統計を利用する研究，すなわち数字にもとづいた経
済史研究を行うことができる。統計を用いて行う数量史的な経済史の方法は，資料の収集・整理・加工，
そしてその分析を行うことが基礎にある。それは，数量データにもとづく実証的方法でもある。
　統計という数量データを根拠として歴史を考えることの利点は，より客観的な表現が可能となるところ
にある。たとえば，「とても大きい」という言葉がでてきたとき，それが「どれくらい大きい」のか分か
らないことがある。そのような場合でも数量データで示すならば，精確な分析と叙述とを可能にする。ま
た，数量に基づいた議論は，データの定義，調査基準，および尺度などをきちんと定めるならば，比較を
も容易にする。それはまた，単に違いを数字で表すことができるだけではなく，比較を通して，そのよう
な相違をもたらした要因は何かを考える手がかりが得られることもある。また，数量データを時系列に沿っ
１　このノートは，岡山大学経済学会の会員である経済学部学生にも『経済学会雑誌』をぜひ読んで欲しいと思い，一見す
るとかけ離れた学問分野とみられる統計学と日本経済史研究との関係，そして，先行研究をもとにした学習ガイド，これら
について述べています。そのため，本文中において「です・ます」の文と「である」の文とが混在します。この点ご海容願
います。
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て並べることによって，分析の対象とする時代や時期の傾向を確認できる。さらに，数字と数字を突き合
わせることによってある種の規則性や関係性など――たとえば，相関関係など――をみつけることができ
る。このように，経済史の分析において数量データの利用は，多くの利点を含んでいる。
　現在，さまざまな統計資料が私たちの周りに存在する。そのため，統計とは，刊行された統計資料から
取ってくるものと思っている人も多いかもしれない。実際，現代の経済実証分析を行うならば，必要なデー
タが所蔵されている機関を調べ，そこからデータをダウンロードして利用する，といったことからも理解
できる。しかし，歴史の場合，完成した統計というのは，そう多くはない。それでも，上述のように，明
治以降の日本では，国家がさまざまな統計を調査・刊行したので，現在の私たちも経済史の分析データと
して，さまざまな歴史統計を利用することができる。
　データは，そのままでは何も知ることができない。データを分析するためには，何かを知りたい，調べ
たいなど，何らかの目的をもってデータに問いかけることによって，データは，知りたいことをものがた
る。筆者の専門である日本経済史に即して言い換えるならば，さしずめ日本経済の歴史について，何らか
の問いをもってデータに問いかけることになるだろう。そのときの分析枠組みを提供してくれるのが経済
理論であり，データを整理する手助けをしてくれるのが統計学，とりわけ記述統計である。そこで，高等
学校で学習した内容の復習を兼ねて，統計学の基礎である記述統計を簡単に説明したい。
３．統計と統計学，そして経済史
　歴史統計には様々な数量データが記載されており，経済史の研究は，それらの数値を各自の研究目的に
合わせて利用する。そして，データ整理の第一歩が，統計学の基礎である記述統計である。
3.1　記述統計――データの整理――
⑴データの分布：①最大　②最小　③範囲
　記述統計のはじめとして分布を取り上げたい。分布とは，分かれて広がっていること，すなわち，デー
タが大小さまざまな大きさに散らばっていることを意味している。たとえば，下宿生の家賃データならば，
１ヶ月の家賃が３万円の人もいれば７万円の人もいる。これを統計学では，「１ヶ月間の家賃は分布する」
ということばで表す。そして，分布は，大小さまざまな値を示すデータについて，全体の特徴や傾向をあ
らわす。
　さて，データを整理する時，最初に確認しておきたいことは，①最大，すなわちデータの最大値と②最
小，すなわちデータの最小値である。そして，最大と最小を確認したならば，③データの範囲，すなわち
最大から最小を減じた値を確認する。これらを確認しておくと，データが大小さまざまの大きさで分布し
ていることを数値で示すことができる。
⑵データの代表値：④算術平均　⑤中位数　⑥最頻値
　データは大小さまざまな値をとる。すなわち分布している。そのようなデータの特徴をみるために，最
大と最小を確認し，範囲を求めるだけでも，データ全体について理解できる。だが，分布を代表する値，
すなわちデータの代表値を求めるとそのデータ全体の特徴をより明確に示せる。ここでは，算術平均，中
位数，最頻値の３つを押さえておきたい。
　平均にはいくつかの種類（幾何平均，加重平均など）があるが，ここでは一般になじみがあり，最も
基本的な算術平均のみ取り上げる。④算術平均とは，データの値の総和をデータの総数で割ったもので
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ある。⑤中位数とは，n 個のデータ 1, 2, 3, …, n を大きさの順に並べた時，ちょうど中央に位置するもの
である。データ数 n が奇数の場合は，（n＋1）⊘2番目のデータを，n が偶数の場合は，n⊘2番目のデータと
（n＋2）⊘2番目のデータの算術平均をその値とする。⑥最頻値とは，最も多くのデータが集中している値
である。言い換えると，データ全体のなかで最も頻繁に現れる値である。
⑶データの散らばり：⑦平均からの偏差　⑧分散　⑨標準偏差
　データは，大小さまざまに散らばっている，すなわち分布をしているので，分析する時には，まず最大
と最小とを確認することを述べた。データの散らばりの程度を表す値としての範囲は，最大から最小を減
じることで簡単に求められる。しかし，データの中には，極端に大きな値や極端に小さな値が含まれると
考えたほうがよい。その場合，最大と最小との間でデータがどのように分布をしているか，分からない。
また，データの分布をみると分布の頂上（ピーク）がひとつの単峰型を示す場合，あるいは，ピークがふ
たつ以上の双峰型を示す場合などがある。研究に用いるデータが，双峰型の分布を示した場合は，注意が
必要である。なぜなら，分布が双峰型を示す場合，通常，男女の身長や体重など，本来は性質の異なるデー
タが混合していることが多いため，有益な分析結果を得られなくなる恐れがある。
　以上のことを考慮して，データの散らばりの程度を考えるには，範囲とは別の指標が必要となろう。そ
れが，これから取り上げる，平均からの偏差，分散，標準偏差である。
　⑦平均からの偏差は，データのひとつひとつ xi が，データの平均値 x− からどの程度離れているかを示す。
平均からの偏差の値が大きければ大きいほど，データ xi は，平均から遠くに散らばっていることを示す。
⑧分散σ2は，⑦平均からの偏差を２乗した値の総和をデータの総数で除して求められる。すなわち，デー
タ全体が平均からどの程度散らばっているかを示す尺度になっている。しかし，⑧分散はデータが２乗さ
れているので，分散の単位は元のデータの２乗になっている。そこで，ばらつきの尺度の単位をもとのデー
タの測定単位と同じ単位にもどす作業を行う。それが，⑨標準偏差σである。標準偏差は，分散を変数と
同じ単位で示すために平方に開いたものである。
　本項でみてきた統計学の初歩である記述統計による分析だけでも，研究目的とその視角，そして使用す
る歴史統計のデータを吟味することによって，とても面白い経済史の研究をすすめることができる。次項
で，その具体例として「余暇時間の経済史」を取り上げたい。
3.2　統計の作成と分類――「表から表をつくる」――
　本項では，記述統計の作業と分類について，従来の日本経済史の研究では本格的に取り上げられてこな
かった「余暇時間の経済史」についてみてゆきたい２。ここで利用する資料は，町村是という，おもに明
治中期から大正初期にかけて全国の町村で作成された資料である。その内容は，村の生産・収入と支出な
どの調査，いわば「村民所得」を調査したものである。そして，調査項目のひとつとして村の休日も調査
されていた。
　「余暇時間の経済史」は，現存して利用可能な町村是を収集し，村の休日を集計したものである。そこ
での分析は，統計数値のカウントとその分類が中心である。しかし，その分析結果は，これまで明らかに
されてこなかった事実を客観的，すなわち数量データをもとに明らかにし，その含意も非常にすぐれてい
る。一方，作業そのものは，統計資料の収集と記述統計という，まさに統計分析のはじめの一歩なので，
この研究を取り上げたい。その成果が次の表１である。この表１から3.1で取り上げた記述統計の内容を
２　本項で取り上げる「余暇時間の経済史」は，18世紀から20世紀にかけての日本人の働き方の歴史を分析した斎藤（1998），
第５章による。
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みて取ることができる。
表１　町村是による休日の記述統計
A 東西別 時期別
東日本 西日本 1904年以前 1905年以降
算術平均　　 　　47.39 36.40 37.29 　45.6　　
（標準偏差）　 　　（22.68） （16.47） （18.26） （21.99）
中位値　　　 　43.0 33.0　 33.5　 　43.0　　
最頻値　　　 　49.5 27.0　 33.5　 　49.5　　
最多（最大） 116.0 91.0　 91.0　 116.0　　
最少（最小） 　11.5 16.0　 13.5　 　11.5　　
標本数（N）　 162 73 46 189
B 東日本 西日本
1904年以前 1905年以降 1904年以前 1905年以降
算術平均　　 39.52 　48.96 34.13 37.2　
（標準偏差）　 （20.03） 　（22.92） （15.36） （16.91）
中位値　　　 34.0　 　44.5　 32.0　 33.75
最頻値　　　 28.5　 　42.0 　 － 27.0　
最多（最大） 91.0　 116.0 　 81.5　 91.0　
最少（最小） 13.5　 11.5　 16.0　 16.0　
標本数（N） 27 135 19 54
出典：斎藤修（1998）『賃金と労働と生活水準：日本経済史における18－20世紀』岩波書店，表5.2，p.151。
　表１のパネルAは，地域区分として全国を東日本と西日本とに分割し，時期区分として1904（明治37）
年以前と1905（明治38）年以降に分類している。すなわち，東西別の休日と時期別の休日数が掲載されて
いる。ここでは，パネルAの左側のコラムにある東西別の東日本を取り上げたい。表側には，村是に記載
された休日統計について，記述統計の分析結果を示している。まず「標本数（N）」は162町村のデータを
利用していることを示す。そして，「最多」すなわち最も休日が多かった村では年間に116日も休日があり，
反対に「最少」すなわち最も休日の少ない村では，11.5日しか休日がなかった。休日数全体の分布をみる
ために，最大と最小の差，すなわち範囲を求めると104.5日となる。
　「算術平均」から東日本では，休日は平均して47.39日あったことが分かる。そして，休日数のばらつき
を示す「標準偏差」をみると22.68日である。すなわち，休日数は平均して47.93日だが，実際の休日数は，
平均からプラス・マイナス22.68日散らばっていることを示す。そして，休日数を大きさの順に並べた時，
ちょうど真ん中に来る日数である「中位値」は43日，さらに「最頻値」から，データ中で最も多く現れた
休日数は49.5日ということが分かる。以下，「東西別」の西日本，および時期別区分についても同じよう
に記述統計の結果をよみとれるだろう。
　そして，表１は，一見すると何気なく見落とされがちな事柄であるが，統計表の作成に際し，とても大
切なことを教えてくれる。それは，分類についてである。具体的には，分類の区分を変えることによって，
新しい統計表をつくる，ということである。表１のパネルBをみるならば，パネルAの地域区分，すなわ
ち東日本と西日本を基準に，1904年以前と1905年以降の休日数を比較している。このように，分類基準を
変えることによって，同一のデータを利用した新しい表を作ることができる。そして，新しい表から，新
たな分析がはじまるのである。以上のように，この研究の特筆すべき成果は，視角の面白さもさることな
がら，記述統計と分類という基礎的な作業のみで，魅力ある，そして数値データに基づいた客観的な分析
によって，「余暇時間」を経済史研究として示したことにある。
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みて取ることができる。
表１　町村是による休日の記述統計
A 東西別 時期別
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（標準偏差） （22.68） （16.47） （18.26） （21.99）
中位値　　　 　43.0 33.0　 33.5　 　43.0　　
最頻値　　　 　49.5 27.0　 33.5　 　49.5　　
最多（最大） 116.0 91.0　 91.0　 116.0　　
最少（最小） 　11.5 16.0　 13.5　 　11.5　　
標本数（N）　 162 73 46 189
B 東日本 西日本
1904年以前 1905年以降 1904年以前 1905年以降
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（標準偏差） （20.03） （22.92） （15.36） （16.91）
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最多（最大） 91.0　 116.0 81.5　 91.0　
最少（最小） 13.5　 11.5　 16.0　 16.0　
標本数（N） 27 135 19 54
出典：斎藤修（1998）『賃金と労働と生活水準：日本経済史における18－20世紀』岩波書店，表5.2，p.151。
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ちょうど真ん中に来る日数である「中位値」は43日，さらに「最頻値」から，データ中で最も多く現れた
休日数は49.5日ということが分かる。以下，「東西別」の西日本，および時期別区分についても同じよう
に記述統計の結果をよみとれるだろう。
　そして，表１は，一見すると何気なく見落とされがちな事柄であるが，統計表の作成に際し，とても大
切なことを教えてくれる。それは，分類についてである。具体的には，分類の区分を変えることによって，
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ち東日本と西日本を基準に，1904年以前と1905年以降の休日数を比較している。このように，分類基準を
変えることによって，同一のデータを利用した新しい表を作ることができる。そして，新しい表から，新
たな分析がはじまるのである。以上のように，この研究の特筆すべき成果は，視角の面白さもさることな
がら，記述統計と分類という基礎的な作業のみで，魅力ある，そして数値データに基づいた客観的な分析
によって，「余暇時間」を経済史研究として示したことにある。
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3.3　統計数値の加工――成長率を求める――
　前項では，統計データの収集と分類に焦点を当てたが，本項では，統計数値の加工として，経済史に限
らず経済学の主要なテーマのひとつである経済成長率を取り上げたい。
表２　1885（明治18）年から1940（昭和15）年までの日本の経済成長
集計値 成長率（平均年率（％））
1885 1900 1915 1940 1885⊖1900 1900⊖1915 1915⊖1940
人口（千人） 38,176 44,056 53,110 71,933 0.96 1.25 1.22
GNE（百万円） 3,852 6,238 8,522 22,848 3.27 2.11 4.02
消費支出（百万円） 3,284 5,270 6,806 13,389 3.20 1.72 2.74
１人あたりGNE（円） 100.9 141.6 160.5 317.6 2.28 0.84 2.77
１人あたり消費支出（円） 　86.0 119.6 128.1 186.1 2.22 0.46 1.51
消費支出⊘GNE（％） 　85.3 　84.5 　79.9 　58.6 － － －
出典：西川俊作・阿部武司（1990）『産業化の時代　上』（日本経済史４），岩波書店，表１⊖６，p.46。
　表２は，明治以降の日本経済史研究に欠かせない基本資料のひとつである『長期経済統計』３ 掲載のデー
タを利用し，表側に1885（明治18）年から1940（昭和15）年までの，人口，国民総支出（Gross National 
Expenditure; GNE），消費支出，つづいてGNEと消費支出のそれぞれを人口で除して求められた，１人あた
りGNEと１人あたり消費支出，最後に消費支出をGNEで除することによって，総支出に占める消費の割合，
すなわち「消費率」を算出したものである４。一方，表頭は「集計値」と「成長率（平均年率（％））」か
ら構成されている。ここでそれぞれの「集計値」を利用して「成長率」求めること，そして「集計値」に
記載された項目をクロスに利用して「消費率」を求めることが統計数値の加工である。
　ここでGNEの年平均成長率を表２から求めてみよう。年平均成長率 r は，基準年のGNEを G0， t 年後
のGNEを Gt，年あたりのGNE成長率を r とすると，r ＝（Gt⊘G ０）1⊘t−1 として求められる。成長率の計算
は，パソコンの表計算ソフトで簡単にできる。たとえば，表計算ソフトのエクセルを使うならば，表２の
1885⊖1900年のGNE「成長率」は，「集計値」の欄にある，GNEの1885年の値（3852）と1900年の値（6238）
とを利用して，セルに，＝（6238⊘3852）^（1⊘（1900⊖1885））⊖1 ，と入力して求めることができる。しかし，パ
ソコンが無くても，成長率は，関数電卓でも比較的簡単に求めることができる。なお，成長率など経済学
でよく使う計算式，さらには統計学や計量経済学の学習全般にいえることだが，これらを身につけるには，
むしろ関数電卓を使うほうがよい面もある。
　本項ではGNEの時系列データを利用して成長率を求めたが，統計データ，とくに時系列データは，そ
のままデータをプロットしてグラフを描くことを最初に試みるとよい。さらには，成長率を求める前に，
半対数グラフ（x軸に年，y軸にGNEの対数値）を描くとよい。なぜなら，半対数グラフの曲線の傾きは，
そのまま成長率を示すので，一見してそれぞれの期間ごと成長率の差を読み取ることができる。だが，グ
ラフだけでは成長率の差を議論することが難しい。そこで，「成長率」という数値を算出することによって，
期間ごとの成長率の差をデータとして示すことが重要になる。さらに，算出した「成長率」をデータ（変
数）として，次の分析（計量経済学の基礎の回帰分析など）へ進むことができる。
　成長率を求める作業自体，非常に簡単なことかもしれない。それでも，経済成長は，経済学の大切な研
究課題のひとつであり，経済史のみならず現代経済の分析や開発経済学との関連から分かるように，とて
も大切なテーマである。このような重要な研究課題に対しても，歴史統計が存在すれば，比較的容易に推
３　大川一司・篠原三代平・梅村又次他（1966⊘88），全14巻から構成されており，日本の歴史統計の代表的なものである。本ノー
トの5.3も参照のこと。
４　本項は，西川・阿部（1990）による。
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計を行うことができる。ただし，歴史統計は過去に遡るほど資料は少なく，推計作業における仮定の設定
が重要となる。それでは，なぜ，推計作業における仮定の設定が重要なのだろうか。その理由は，仮定を
変えると推計結果も変わるからである。そのため，経済成長率の推計結果は，数値による客観性という視
点に加えて，歴史分析における解釈のひとつとして捉えることも大事である。
４．おわりに
　本ノートは，日本経済史研究における統計分析の基礎として，統計資料の収集，記述統計，分類，統計
の加工，それぞれの初歩のみを取り上げた。経済学部の学生の皆さんは，高等学校で統計を利用した二変
数間の関係の強さを示す分析手法，すなわち相関分析，さらに因果関係を明らかにする回帰分析について
も学習したと思う。しかし，本ノートではこれらについて触れない。なぜなら，経済史の分析には，ミク
ロ経済学とマクロ経済学とをしっかり学習し，まず経済学的に意味のある規則性や関係性などを充分に習
得する必要がある――経済学部の講義でしっかりと学習しましょう。さらに並行して，分析手法である統
計学と計量経済学についてもきちんと学習し，それらを身につける必要がある。しかし，本ノートで取り
上げた記述統計だけでも，分析視角を明確にして，分類の基準を精確に行うことによって，とても面白い
分析結果を得ることができることは，3.2からも明らかであり，歴史統計の分析の有用性を理解されたと
思う。次は，皆さんが歴史統計を利用して，面白い分析を進めよう。
５．これからの学習に向けて
⑴統計学の入門テキスト
①宮川公男（1999／2007（補訂））『基本統計学 ［第３版］』有斐閣。
②大屋幸輔（2011）『コア・テキスト 統計学 ［第２版］』新世社。
　宮川と大屋のテキストは，ツールとしての統計学を強く意識しており，データを利用して統計学の理論
を学習できる良書です。難易度は，宮川から大屋の順に高くなっています。まずは，どちらか１冊を繰り
返して学習されることをお勧めします。
　さて，統計学を学習してゆくと，統計学に特有の用語の意味や考え方，また，記述統計と推測統計との
関係など，理解することが少し難しい事柄が出てきます。そのような時は，次のテキストがお勧めです。
③川出真清（2011）『コンパクト統計学』新世社。
　川出のテキストは，上記の宮川や大屋のテキストと併用して利用すると，統計学の理論の背景にある考
え方について理解が深まり，さらに統計学自体の理解も深まるでしょう。
⑵計量経済学の入門テキスト
　統計学を学修したあとは，続いて計量経済学の分析手法を学び，経済の実証分析に進んでみましょう。
ここでも２冊のテキストを紹介します。
①白砂堤津耶（2008）『［例題で学ぶ］初歩からの計量経済学 第二版』日本評論社。
　こちらは，多彩なデータを用いた計量経済学の入門テキストです。もちろん，経済史研究にも応用可能
な入門テキストとしておすすめします。
②田中隆一（2015）『計量経済学の第一歩――実証分析のススメ』有斐閣。
　経済史研究でも計量分析が進められていますが，その際によく用いられるのが統計ソフトウェアStataで
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４．おわりに
　本ノートは，日本経済史研究における統計分析の基礎として，統計資料の収集，記述統計，分類，統計
の加工，それぞれの初歩のみを取り上げた。経済学部の学生の皆さんは，高等学校で統計を利用した二変
数間の関係の強さを示す分析手法，すなわち相関分析，さらに因果関係を明らかにする回帰分析について
も学習したと思う。しかし，本ノートではこれらについて触れない。なぜなら，経済史の分析には，ミク
ロ経済学とマクロ経済学とをしっかり学習し，まず経済学的に意味のある規則性や関係性などを充分に習
得する必要がある――経済学部の講義でしっかりと学習しましょう。さらに並行して，分析手法である統
計学と計量経済学についてもきちんと学習し，それらを身につける必要がある。しかし，本ノートで取り
上げた記述統計だけでも，分析視角を明確にして，分類の基準を精確に行うことによって，とても面白い
分析結果を得ることができることは，3.2からも明らかであり，歴史統計の分析の有用性を理解されたと
思う。次は，皆さんが歴史統計を利用して，面白い分析を進めよう。
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②大屋幸輔（2011）『コア・テキスト 統計学 ［第２版］』新世社。
　宮川と大屋のテキストは，ツールとしての統計学を強く意識しており，データを利用して統計学の理論
を学習できる良書です。難易度は，宮川から大屋の順に高くなっています。まずは，どちらか１冊を繰り
返して学習されることをお勧めします。
　さて，統計学を学習してゆくと，統計学に特有の用語の意味や考え方，また，記述統計と推測統計との
関係など，理解することが少し難しい事柄が出てきます。そのような時は，次のテキストがお勧めです。
③川出真清（2011）『コンパクト統計学』新世社。
　川出のテキストは，上記の宮川や大屋のテキストと併用して利用すると，統計学の理論の背景にある考
え方について理解が深まり，さらに統計学自体の理解も深まるでしょう。
⑵計量経済学の入門テキスト
　統計学を学修したあとは，続いて計量経済学の分析手法を学び，経済の実証分析に進んでみましょう。
ここでも２冊のテキストを紹介します。
①白砂堤津耶（2008）『［例題で学ぶ］初歩からの計量経済学 第二版』日本評論社。
　こちらは，多彩なデータを用いた計量経済学の入門テキストです。もちろん，経済史研究にも応用可能
な入門テキストとしておすすめします。
②田中隆一（2015）『計量経済学の第一歩――実証分析のススメ』有斐閣。
　経済史研究でも計量分析が進められていますが，その際によく用いられるのが統計ソフトウェアStataで
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す。白砂（2008）で計量経済分析の基礎を学んだあと，本書によりStata用いた経済学の実証分析について
学ばれるとよいと思います。
⑶日本の歴史統計
　日本の歴史統計は，次のふたつのシリーズがあります。いずれも大部なので図書館などで利用しましょ
う。そして，②には，CD-ROMが付属しており，PCでの操作もしやすくなっています。
①大川一司・篠原三代平・梅村又次他（1966／88）『長期経済統計』全14巻，東洋経済新報社。
②総務省統計局監修（2006）『新版 日本長期統計総覧』全５巻，日本統計協会発行。
　なお，ここで紹介した統計を含め，統計全般にいえることとして，調査対象や調査の方法などが変更さ
れること，さらに推計作業が行われています。そのため，利用に際しては，各分冊の解説を熟読し，「統
計の氏素性」，すなわち統計の性質を理解して利用することが求められます。
⑷歴史統計と数量経済史，および歴史統計の利用
　まず入門として中西聡編（2017）『経済社会の歴史：生活からの経済史入門』名古屋大学出版会，所収
の次のガイドを読み，文献資料と統計資料について学んでみましょう。
①松沢祐作・中西聡「入門ガイド　文献資料と統計資料」
　つづいて，実際の歴史統計の利用については，石井寛治・原朗・武田晴人編著（2010）『日本経済史研究入門』
日本経済史６，東京大学出版会，所収の次の各論文を参照してください。
②斎藤修「数量経済史と近代日本経済史研究」
③松田芳郎・木村健二「近代日本経済資料論１統計」
④武田晴人「経済史の技法」第２節「統計とのつきあい方」
　なお，上記②から④の論文は，論文の掲載順とは逆に，④から②へと読み進めることをお勧めします。
⑸統計データの収集・整理と経済理論の積極的な利用
① 新保博・速水融・西川俊作（1975）『数量経済史入門―日本の前工業化社会』叢書・現代経済入門15，
日本評論社（現在は，入手不可能です。図書館や古書店を利用して下さい）。
　西川による第Ⅲ部「生産・消費と所得稼得」は，いわゆる徳川時代の「書き上げ」式による資料を，歴
史統計として再構成し，そのデータを経済理論で分析する好例であり，特に一読を薦めます。そして，西
川の研究は，最終的に次の２冊にまとめられ，経済学の分析によって明治維新を推進した長州藩における
幕末の経済状況の一端を知ることができます。
②西川俊作（2012）『長州の経済構造：1840年代の見取り図』東洋経済新報社。
③ 西川俊作著，牛島利明・斎藤修編（2013）『数量経済史の原点：近代移行期の長州経済』慶應義塾大学
出版会。
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